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図1FZS1000

輌めに
　ヤマハ発動機は1998年に欧州向けモデルとして

FZS600を発売した．　FZS600は600cm3でありながら

リッタークラスのモーターサイクルに肉薄する

エンジン性能とワインディングロードでも軽快に

走れる走行性能，そして口常の使用にも不足ない

実用機能のバランスが評価され、1999年には欧州

で16，000台を超える販売を記録した．

　また，欧州のリッタークラス（901cm3以上）の

スポーッツーリング系モデル市場は，年間約7万

台前後で堅調に推移しており，この市場には各社

から多彩なモデル群が投入されている．

　「FZS1000」（図1）は，　FZS600で確立したオー

ルラウンドスポーツモデル“FAZER”の世界の

トップモデルとして開発したので，その概要を

紹介する．

回［麗麺reN

　今回の「FZS1000」は，高性能なスポーツ機能を

秘めながらも、H常ユースなどマルチユースに対

応できる「新1000ccスポーツ」を提ll昌するモデル

であり，欧州市場を中心とした一一新しいスタン

ダードスポーツモデル””の確、’1：を日指した．

　《The　Ultimate　Strong　FAZER》をキーワードに、

“使い勝f－・の良さと週末のファンライド”を1同、Z

させるために以ドのような開発の狙いを設定した．

（1）ストリートスポーツでNo．1のハイパフォーマンス

　なエンジン性能

　スポーツ車の既成イメージ＝73．5kW（100PS）

　から脱却するクラス最大103．OkW（140PS）以ヒ

　パワーの実現をすると共に、中速域でのパワー

　と加速を堪能できるエンジンキャラクターを

　イ乍り込む．

（2）ダイナミックさ／楽しさを味わえるコーナ

　リング’1生倉旨

　中速域での安定性と切り返しし易いハンド
　リングを両立させる．重量はクラス最軽量を日

　指し210kg以卜（乾燥重量）を達成する．

（3）オールラウンダーとしての操作性、実用性を

　確保する．

　自由度の高いライディングポジションを日指

　し、特にフィット感とニーグリップ性を頂視

　する．またクラストップの実川装備を施す．

（4）スポーティで魅力的なスタイル

　FZS1000の仕様諸元表を表1に，フィーチャー

　マッフを図2に示す．
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フェーザー1000（FZSIOOO）

表1　仕様諸元表 BSR37キャブレタの採用

項目 諸元値 1

型式 5LV1

全長×全幅×全高 2，125mm×765mm×1」90mm　　．・．一一．

．．．．

　・
シート高 820mm　　　．一・．．．．一．一一・一一

軸間距離 1，450mm

最低地上高 140mm
．．

乾燥重量1装備重量
．・一．．．．一．

208Kg／231　Kg　　　　．

．．’

原動機種類
水冷・4ストローク

DOHC・5バルブ　　　　　　　　　．一・．．

一一

総排気量 998cm3

　　　　　　　　　　　．一．
内径×行程 74×58mm　　　．．・一．．一一

一．．一．．

．
4

圧縮比 11．4：で．一．一．

最高出力 105．2kW（143PS）／10，000r／min
　
　
最
大
ト
ル
ク
1

　　一．．

105．9N・m（10．8kgf・m）／7，500r／min
．・

1

！　　エンジンオイル容量
3．7L

燃料タンク容量

バッテリー容量

1次／2次減速比

．一一ス1L

12V、12AH

1．581／2．750

1速2．500　　2速1．842　　3速1．500

4速1．333　　5速1．200　　6速1．115

26°／104mm

120／70ZR17！180／55ZR17

フロント：油圧式ダブルディスク

リヤ　：油圧式シングルディスク

ハロゲンバルブ／12V60W／55W

新作ヘッドシリンダ

パフベーキング

エキパイの採用

クランク慣性マス10％UP／

EXUPの採用／

／

／

図3　エンジン

軽量・小径クラッチの採用

　
　
変
速
比
　
　
　
　
　
　
1
「

キャスターノトレール

1　　タイヤサイズ

ブレーキ形式

L一ヘツドライト　　　　　」

3．1YZF－R1ベースのエンジン

　軽㍑・コンパクトかつハイハフォーマンスを実現する

ためにYZF－R1のエンジンを基本として設計した．これに

より，他のリッタースポーツモデルと比較して・lli｜りコン

パクトかつ軽㍑を達成すると共に，H標をE回るクラ

ス最大の105．2kW（143PS）のポテンシャルをもつ

エンジンとすることができた．

魅力的な燃料タンク造形　‘高剛性ダブルクレートル．

スポーティハーフカウル

フロント

i羅忽
切

＼1フレーム　　　　　　　1－　．．．．．・
　　　’　一．一．．一一．．．　／／自由度の高い

　　　　　　　　　．．．；ライディングポジション

　　　srヨ71二季竺1

蕪
s・Sli7－一一，？．r／

軽量ハイパフォーマンス．

YZF－R1へ’一スエンジン

pa’“Rt．。・影．ツ．

摩璽言

メインスタンド装備　t’t＼
　　　　　　　　　　＼一．一一．　．　　　．．1

　　　　．リアフルアジャスタブルサス
　　　　i　　　　：一体型ブレーキキャリパ　　：

セールスポイントL社リートス竺二竺㎜旦・tフ・一マ逐竺i≡」

后ナミ三ラさ：楽しさを味わえ・コー：．ZLt・グ性些］

　　后極垂云星ふ鯉機割≡三仁蚕極・巫］

図2　FAZER　IOOO　フィーチャーマップ

3．2　ホリゾンタルキャフレタ

　‘LFZS＝ホリゾンタル”のコンセプトに基づき，

FZS1000もホリゾンタルキャブレタのBSR37を採用

した．（図4）これにより，YZF－R1に比べて中速域

での性能特性の作り込みに，更に幅を持たせるこ

とがli∫能となった．また，レイアウト変更にとも

ないヘッドシリンダと吸気ポートを新作して，

BSR37の性能を1・分に引き川せる仕様とした．

麟エンジン壁

　前述の開発の狙いを受け，－Lストリートスポーツ

No．1のハイハフォーマンスなエンジン性能”を得

るため、以ドに述べるfl：様を採用した（図3）． 図4　キャブレタレイアウト
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フェーザー一　1000（FZSIOOO）

3．3　クラッチの小径化

　より軽量・コンパクトなエンジンを実現するこ

ととシフト操作時のショックを軽減するために，

YZF－R1に対し2ランク（直径で約20mm）小さいク

ラッチを採用した．それにともない機能性を満足

するために，YZF－R1に対しフリクションプレー1・

を1枚増とすると共に，ライニング材をコルク

ベースからペーパーベースへと変更した．

3．4　クランク慣性マス10％アップ

　エンジンキャラクター上YZF－R1に対してクラン

クシャフ1・の慣性マスを約10％アップした．これ

により，特に中速域の乗り易さを増すと共に，よ

りコーナリングを楽しめるエンジン特性とした．

また，2次減速比をYZF－Rlの43／16から44／16へ変

更することにより，発進性や低速時の余裕度を大

きくし，実用面での使い易さを高めた．

インを追求するために、ヘッドシリンダおよびク

ランクケース，ケースカバーのデザインを変更し、

全体的に近未来的なデザインとした．また，外観

色はシルバーで統・した（図6）．

図6　エンジンと排気系外観

3．5　EXUP

　YZF－Rl同様，中速性能と高速性能を両立させる

ため，FZS1000にもEXUPを採用した（図5）．また，

操安性上エンジン搭載位置を可能な限りドげるため，

EXUPハウジングを新作し，YZF－R1に対してクラン

クセンターを約14mmドげた．

3．7　エアインダクションシステム

　EU－1規制とドラバビリティーを1両ウニさせるため

に，YZF－R1（2000年モデル）等でも実績のあるエ

アインダクションシステムを採川した．

3．8　完全密閉式EXUPモータ

　現行のモータより、更に防水機能を向Lさせた

EXUPモータを新規開発した．

口玉蛭コ

　開発の狙いを受け，‘L使い勝rの良さと週末の

ファンライドを1両ウ1させる”ため，車体関係は各

部剛性のバランスと軽量化を重視したシャーシの

他，次に述べる仕様を採用した．

図5EXUP

3．6　外観イメージを更に進化

　FAZERシリーズのフラッグシップにふさわしい

外観とするため，エキゾーストパイプを単管ス

テンレスにパフをかけ，さらにベーキングを施した．

これにより，二重管のクロムメッキエキゾースト

パイプに対して約半分の重量とすることが可能と

なった．また，FZS600に対して更に進化したデザ

4．1　アイメンンヨン

　安定性と操縦性をrllij　“Zさせるため，前輪分布荷

重を増加させるためのディメンションとした．軽

量・小型なYZF－Rlべ一スのエンジンを採用し，

FZS600に対しライダー乗車位置を20mm前方と
するレイアウトとした．また、新作リヤキャスト

ホイールや樹脂製グラブバーの採川など各部の軽

量化により，乾燥E“1　ti｛1208kgを達成した（図7）．
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フェーザー1000（FZS1000）

図7車体外観

4．2　高剛性鉄フレーム

　鉄ダブルクレードルフレームを採川した．全体形

状はFAZERイメージを保ちながら，φ48．6の人径

タンクレールや板金モナカ構造のサイドメンバ等

により．剛性アップを達成した（図8）．

図8　高剛性鉄フレーム

4．3　“日”の字断面リヤアーム

　YZF－Rll司等のロングリヤアーム採川にあたり，

部品点数削1成と高剛性化のため，　“1ビ’の字断［（｜i

O）アーム材を新作した．また，構造解析により各

辺の肉厚やリブ位置の選定を行い軽疑化を達成
した（図9）．

FZS1000 XJR1300

図9　リヤアーム

4．4　前後フルアジャスタブルサスペンション

　高剛’性のフレーム＆リヤアームを得てフロン

ト・リヤのサスペンションは中速域での安定性と

切り返しのし易さを両ウ：してエンジンのハイバ

フォーマンスを楽しめる様，ホイールトラベルを

多くとり，作り込みを行った．また、ユーザーの

使川状況に応じてセッティングを変更できる様，

イニシャル＆伸び・圧減衰力調整機構を採川した．

4．5　前後一体型ブレーキキャリパ

　ブレーキは効力を・五視してtフロントは欧州市

場で大好評のYZF－R1タイプを採用，リヤにも

YZF－R1に対しシリンダ径を大径化し新作した．

4．6　外装部品

（1）カウルまわり（図10）

　アグレッシブデザインを実現するために，

　YZF－R1のリフレクタを流用してひと日でヤマハ

　車とわかる表情とした．ノ」、型のスクリーンは

　スポーツイメージとプロテクション機能の

　両、Zを目指し、風洞・実走行での作り込みを

　行った．ミラーは広い後方視界を確保するこ

　とと新デザインを織込み新作した．

　　　　18
YAMAHA　MOTeR　TE〔HNICAL　REVIEW



フェーザー1000（FZSIOOO）

図10　カウル廻り

（2）燃料タンク（図11）

　21Lの容量とアグレッシブデザインとライディン

　グ機能の確保を目指し，新成形方法にトライ

　し，次世代の抑揚のある形状とした．新作表皮

　を採用したシートとともにt自由度の高いライ

　ディングポジションと高いフィット感，ニーグ

　リップ性を実現した．

⑳

図11　燃料タンク

（3）サイド＆テールカバー回り（図12）

　YZF－Rlと同様の一一体成形によるテールカバー

　を採用し，YZF－R1より更に進化したテールラ

　イト回りをカバーで覆う新しいデザインとし

　た．リヤフェンダのフラップ部形状にも意匠を

　施した．また，FZS600に対し外観品質向上

　と高級化のため，ピボット部に質感の高い，

　アルミダイキャストのカバーを採用した．

4．7　実用機能

　オールラウンダーとして使い勝1：の良さにこだ

わり、以トのようにクラストッフの装備を採川

した．燃料計（残≒（警告灯’付’き）、時計（常時表

示），ツイントリップメータ（オドメータと切り替

え表示），ハザードランプ（欧州向のみ），メィン

スタンド，左右別体式グラブバー，疲れにくく

自由度の高いシート形状、ゆとりのあるタンデム

ライダーポジション、大型U字ロック対応の収納

スペース，等．

E［a6り1ご

　本モデルは開発当初からコンカレント活動に積

極的に取り組むことにより，数々の課題を解決す

ると共に，今まで以ヒに早い開発完成度を達成し

た．また、スタイリングについての要件もllt期か

ら織り込み．戦闘力ある性能と共に魅力的なデザ

インの実現化も行うことができた．結果として生

産」”定を大きくヒ回る受注を頂いている．本モデ

ルにて次世代の“新しいスタンダードスホーツモ

デル”の提案ができたと自負している．今後も
‘‘

お客様の期待を常に超える商品”として熟成を

図っていきたいと考える．

●著者

奉gs酉？
〔導

図12　テールライト廻り
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